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当社のデータ可視化ツールを使用すると、タッチデザインのパフォーマンスに関する定量的デ

ータを取得できます。 

 

ことタッチアプリケーションの設計に関していえば、ハードウェアを選択しただけではまだ道

半ばにすぎません 

開発者は、必要な性能と適切な仕様を提供するチップを見つけるだけでは不十分であることを

知っています。同時にチップの開発環境も考慮する必要があります。チップがシステムのニー

ズにどれほど合致していても、チップの開発ソフトウェアが使いにくかったり、重要な機能が

欠けていたりした場合、日常的な設計でさえ仕事上の悪夢にしてしまうおそれがあります。 

当社は、一般的な設計上の課題を克服する上で役立つ開発ツールを提供することの重要性を十

分に認識しています。当社のお客様の多くは、当社のマイクロコントローラユニット（MCU）

を使用して製品のユーザーインターフェイスのタッチ操作を動作させています。そのため当社

は、今日の消費者が期待する良好なレスポンスと安定性を兼ね備えたタッチ体験を提供する為

に役立つ開発ツールをタッチシステム設計者に提供しています。 

このツールはMPLAB® Data Visualizer（DV）と呼ばれており、この記事では、このツールが

タッチアプリケーション開発にもたらす価値について詳しく説明します。 

タッチの信頼性は成功に不可欠です 

MPLAB Data Visualizerは、Microchip Galleryから無料でダウンロード可能で、COMポートや

その他のソースから PCに入ってくるあらゆるタイプのデータを表示し、ログに記録します。

https://www.microchip.com/en-us/tools-resources/debug/mplab-data-visualizer


UART(調歩同期送受信)、I2C(IC間通信)、SPI(同期シリアル)等を介してお客様が選択した

PIC®、AVR®、または SAM MCUに PCを接続するために、Data Visualizerをサポートするい

くつかのブリッジボードを入手することができます。タッチチューニングに最適化された

Microchip Touch Bridgeは、オプションでシームレスなワイヤレス接続を実現します。Data 

Visualizerは、プロットされたグラフを提示するので、ユーザーは、データを時系列で見た

り、棒グラフ、オシロスコープモードまたは単純な表形式で見ることができます。当社のタッ

チソリューションは、視覚化を自動的に設定する FWを実行しており、これも時間の節約に役

立ちます。 

タッチインターフェイスはエンドユーザーがお客様の製品を操作するための主な方法であるた

め、手袋を着用しているときや、指や表面に湿気や汚れがある場合など、困難な使用条件で

も、タッチ感覚が迅速かつ応答性に優れていることが不可欠になります。 

タッチの信頼性は、お客様の製品の成功に不可欠です。MPLAB Data Visualizerを使用するこ

とで、Microchipベースのタッチデザインがどの程度うまく機能しているかを知ることができま

す。このツールによる設計の可視化に関する重要な事実としては、次の例があります。 

すべてのタッチボタンが同じ感度を示し、ユーザーの使用感は同じですか？ 

ボタン/スライダー/タッチパッドを何度押しても必要なアクションを実行できず、タスクを完

了できないことほど煩わしいことはありません。MPLAB Data Visualizerを使用すると、各セ

ンサーの生データを確認することができ、一貫して信頼性の高いタッチパフォーマンスを提供

するためには、しきい値を調整すべきか、それともレイアウトを改善すべきかを定量検証して

から判断できます。 

すべてのボタン信号はクリーンですか？ 

当社のタッチライブラリではノイズをうまく処理し、さらに重要なことに、実行中にノイズを

積極的に回避していますが、いずれかのボタンが過度のノイズを示していないかも確認したい

時もあります。信号ノイズの一般的な原因は、I²Cタッチ通信ラインがタッチ供給ラインと平

行に走っている場合です。フットプリントが非常に小さいデザインでは、トレース間の近接性

によってクロストークが発生し、性能が低下する可能性があります。MPLAB Data Visualizer

を使用すると、信号ノイズを定量化できるため、アクションを実行して根本原因を取り除くこ

とができます。 

タッチスライダーは線形応答しますか？ 

タッチスライダーを使用すると、スピーカーの音量をスムーズかつ便利に制御できます。とは

いえ、スライダーの設定を誤ると、突然音楽がかかったり、音量が不連続に変化してユーザー

を悩ませる可能性があります。スライダーがうまく機能していない場合は、Data Visualizerは

スライダーデータをセグメントごとにグラフまたは表の数値として表示します。リニアスライ

ダー設計成功の鍵は、すべてのスライダーセグメントが同様の感度を示すことですが、これは

MPLAB DVで簡単に確認できます。 

タッチデータを可視化することで、ユーザーインターフェイスと製品のパフォーマンスと信頼

性を最大限に高めることができます。それでは、タッチライブラリを実行しているMicrochip 

https://www.microchip.com/en-us/development-tool/EV96R35A


MCUでこれらすべてを行うにはどうすればよいでしょうか。次の図 1の画面には、MPLAB 

Data Visualizerで「button0」が押されたときの 2つのタッチボタン（スライダーとホイール）

のプロジェクト設定が示されています。 

 

図 1：MPLAB Data Visualizerの設定 

図 1に示すように、MPLAB® Code Configurator（MCC）内で 1回クリックするだけで、

MPLAB DVによる双方向タッチチューニングが可能になります。移行性を考慮しても、MCC 

Melody内（8ビットおよび 16ビットデバイス、図 2の右）とMCC Harmony内（32ビットデ

バイス、図 2の左）で構造は同じで、クリックするだけです。MCU上の関連する通信ペリフェ

ラルの設定を含め、UARTを介して双方向にデータをストリーミングおよび受信するために必

要なすべてのコードがプロジェクトに追加されます。 

 

図 2：MCC Harmonyおよび Melodyにおいて、タッチチューニングを有効にする 

プロセスを実質的にたやすいものにするため、MCCでは、MPLAB Data Visualizerを使用し

て、画面上にデータを表示するレイアウトも生成します。デザインにスライダーを追加する



と、関連する視覚化データが自動的に表示されます。リアルタイムのタッチデータ、ボタンご

とのしきい値、適用されたフィルタリングに関する情報など、Data Visualizerは、整然とした

グラフィカルユーザーインターフェイス（GUI）を使用して、お客様が必要とするものすべて

を表示します。MPLAB Data Visualizerを MCCに追加すると、信頼性の高いタッチ機能をタッ

チデザインに迅速かつ簡単に実装できます。MPLAB DVを使用すると、タッチの主な要素（し

きい値、オーバーサンプリングなど）を画面上ですぐ調整できます。MCCで 1回クリックする

だけでリアルタイムにチューニングできます。 

Microchip Developer Helpウェブサイトにアクセスして、プロジェクトを開始する手順をガイ

ドするチュートリアルやその他の情報を確認してください。 

https://www.microchip.com/en-us/education/developer-help/learn-solutions/touch-gesture

